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１． はじめに 

1.1 レッドデータブックとは 
レッドデータブックとは、絶滅の危機に瀕

している野生動植物の名前を掲載し、その危

機の現状を訴え、個体や生息地などの保護・

保全活動に結びつけようという目的で出版さ

れる報告書である。国際自然保護連合が 1966
年に、世界の絶滅の危惧のある生物種をリス

トアップした報告書をまとめたのがその始ま

りである。 
1.2 我が国のレッドデータブックと課題 
我が国では、環境庁（現環境省）が 1991

年から整備をはじめ、現在までにほぼ全ての

分類群において２回目の改訂作業が終了して

いる。また、各都道府県においても、1995
年に４県で発行されたのをはじめとして、

2006 年までに全ての都道府県のレッドデー
タブックが発行されている（図１）。 
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図１ 都道府県レッドデータブックの発行数 

しかし、各都道府県で選定主体が異なるため、

全国を俯瞰した場合に、危機感に温度差があ

るといった問題が指摘されている（芹沢，

2003）。しかし、こうした問題を検証する上
では、以下の点が障壁となってきた。 
① 都道府県によって採用されている和名・

学名が異なり、分類学的検討を要する 
② 都道府県により危機の程度を評価するカ

テゴリー区分が異なる 

 よって、各都道府県のレッドデータを横断

的に俯瞰するためには、危機カテゴリー及び

生物種の和名・学名の検討が必要である。 

 

２． 方法 

 このような現状を踏まえ、NPO法人野生生
物調査協会の技術研究委員会では、こうした

障壁を取り除き、環境省と各都道府県のレッ

ドデータを統合したデータベースを作成した。

また、これを様々な切り口から検索し、視覚

的に分かりやすい形で出力するシステムとと

もに、一般に提供することを目指して作業を

進めてきた。 

2.1 統合データベースの整備 

a）カテゴリーの統一 

 各都道府県のカテゴリーを俯瞰しながら、

可能な限り統一的な解釈により、表１に示す

７つの統一カテゴリーへと区分した。 

 

 

 

 

 



 

 表 統合カテゴリー 

番号 名称 

1 絶滅 

2 絶滅危惧Ⅰ類 

3 絶滅危惧Ⅱ類 

4 準絶滅危惧 

5 情報不足 

6 地域個体群 

7 その他 

 

a）和名・学名の統一 

 環境省から出版されている日本産生物目録

など、分類群ごとに基準となる目録を定め、

必要に応じて図鑑や学術雑誌などを参照しな

がら各県のデータを検討し、基準となる目録

に統合した。 

2.2 検索システムの整備 

 検索システムの構築にあたっては、分類群、

都道府県、種名、危機カテゴリーなど、様々

な切り口から素早く必要としている情報にた

どりつけるシステムを目指した（図２）。 

 

 
図２ 検索システムの基本フロー 

 

2.3 出力様式の検討 

 最終的な出力様式は、種単位とし、図及び

表という２種類の出力様式を切り替えられる

方式を考案した。図出力では、全国の情報を

視覚的にとらえやすく表示することを目指し

た。一方、表出力では、各県で掲載されてい

る和名・学名・危機カテゴリーなどの詳細情

報を確認できるようにした。 

 

３． 結果 

3.1 ウェブサイト概要 

図３に本システムのトップページを示す。

トップページから各種検索ページへと誘導す

る仕組みとなっており、さらに各種検索によ

り、検索結果の種名一覧が表示される（図４）。

種名一覧は、和名、学名、上位分類群、危機

カテゴリーなどによりソートすることができ

る。また、この一覧表からキーワードによる

絞り込み検索も可能である。 

このような多面的・複合的な検索により、

表示された結果一覧から特定の種を選び出す

ことができる。 

 

 

図３ ウェブサイトのトップページ 

各検索ページ

へのリンク 

 

 
 

図４ 検索結果一覧表示の例（分類群検索） 

種名のクリック

で種別結果表示 

絞り込み検索 



 

 

3.2 出力様式 

a）図による出力 

検索結果一覧表示から、特定の種名を選択す

ることにより、種別の検索結果が日本地図上

に表示される（図５）。各都道府県における指

定カテゴリーを統合カテゴリーに読み替え、

これにより色分けで表示する。この図により

全国での指定状況が視覚的に認識できる。 

 

 

図５ 図による出力結果の例（デンジソウ） 

 

a）表による出力 

 
図６ 表による出力結果の例（デンジソウ） 

 

図による出力から、表による出力へと切り替

えることができる（図６）。表による出力では、

各都道府県での指定カテゴリー、掲載和名、

学名など、詳細な情報を確認できるようにし

た。 

 

４． 今後の展開 

4.1 一般公開 

Web-Site 版 “日本のレッドデータ”は、

2007 年 1 月公開を目標に、現在最終的な調整

作業を行っている。 

4.2 最新データのモニター 

 レッドデータブックは数年おきに再検討・

改訂されることが原則である。2002 年以降、

改訂版の発行は増加傾向にあり（図１）、今後

も都道府県版レッドデータブックの改訂が進

められていくことが予想される。本システム

は、こうした状況を反映し、常に最新のデー

タを提供できる体制を目指している。 

表出力への 
切り替え 

環境省の 
カテゴリー 

4.3 コンテンツの拡充 

 本システムは、現段階では、データベース

の検索・出力を主体としたサイトであるが、

今後、主要なレッドデータ種の紹介など、一

般向けのコンテンツの拡充を目指している。 

4.4 運営体制 

 本システムは、以下の２法人の共同により

管理・運営する。 

① NPO法人 野生生物調査協会 
：主にデータベースの管理・更新 

② NPO法人 EnVision環境保全事務所 
：主に検索・出力システムの管理・更新 
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